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研究報告

　現在までに、肝移植後患者末梢血を用いたTregおよびアロ特異的CD4陽性T細胞分画定量、マイク
ロキメリズム解析、HCV特異的免疫応答解析方法を確立し、解析が可能となっている。キメリズムにつ
いては移植後1年以上経過した症例では、非常に微量となっていることが明らかになった。移植後早期
のキメリズム解析では、細胞の種類に関係なく2週目まではキメリズムを伴うことが明らかになった。
HCV抗原特異的T細胞応答については移植後C型肝炎20例の解析を行い、T細胞応答が強力な症例
で、肝炎活動性が低い可能性があることが明らかとなり、制御性Ｔ細胞のうち、Ｔｒ1細胞がウイルスは
存在するが肝炎は落ち着いている症例で多いことが明らかになった。


